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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月25日(2019.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直流電源（２）から負荷（３）へと至る電源供給経路に直列に介在するものであり且つ
互いの寄生ダイオードが逆向きとなるように接続された開閉用ＭＯＳトランジスタ（Ｑ１
）および保護用ＭＯＳトランジスタ（Ｑ２、Ｑ３１）の駆動を制御する駆動装置（１、２
１、３１）であって、
　前記直流電源の高電位側端子に接続される高電位側電源線（Ｌ１）および前記直流電源
の低電位側端子に接続される低電位側電源線（Ｌ２）を介して前記直流電源から電源供給
を受けて動作するものであり、前記開閉用ＭＯＳトランジスタおよび前記保護用ＭＯＳト
ランジスタを駆動する駆動部（５）と、
　前記高電位側電源線および前記低電位側電源線の電位関係が正常の関係とは逆転した関
係になると、前記駆動部による駆動に関係なく前記保護用ＭＯＳトランジスタを強制的に
オフ駆動して前記電源供給経路に流れる電流を遮断する保護動作を実行する逆接保護制御
部（６、２２、３２）と、
　を備え、
　前記逆接保護制御部は、
　前記高電位側電源線および前記低電位側電源線の間の電圧を分圧し、その分圧電圧に基
づいて前記高電位側電源線および前記低電位側電源線の電位関係を検出する電位関係検出
部（７）を備え、
　前記電位関係検出部の検出結果に基づいて前記保護動作を実行し、
　前記電位関係検出部は、
　前記高電位側電源線および前記低電位側電源線の間に接続された抵抗（Ｒ１、Ｒ２）の
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直列回路と、
　前記高電位側電源線および前記低電位側電源線の間に接続され、前記抵抗の相互接続ノ
ードの電圧である前記分圧電圧に基づいてオンオフされるトランジスタ（Ｑ１１、Ｑ１２
）と、
　を備え、
　前記トランジスタのオンオフにより前記電位関係の検出結果を表すようになっている請
求項１に記載の駆動装置。
【請求項２】
　前記保護用ＭＯＳトランジスタ（Ｑ２）は、Ｎチャネル型であり、
　前記逆接保護制御部は、
　前記電位関係検出部により前記電位関係が逆転した関係であることが検出されると、前
記保護用ＭＯＳトランジスタのゲート電位を前記高電位側電源線の電位に固定する電位固
定部（８、２３）を備える請求項１に記載の駆動装置。
【請求項３】
　前記保護用ＭＯＳトランジスタ（Ｑ３１）は、Ｐチャネル型であり、
　前記逆接保護制御部は、
　前記電位関係検出部により前記電位関係が逆転した関係であることが検出されると、前
記保護用ＭＯＳトランジスタのゲート電位を前記低電位側電源線の電位に固定する電位固
定部（３３）を備える請求項１に記載の駆動装置。
【請求項４】
　前記電位固定部（８）は、
　前記保護用ＭＯＳトランジスタのゲートと前記高電位側電源線との間を開閉するスイッ
チ（Ｑ１３）と、
　前記電位関係検出部により前記電位関係が正常の関係であることが検出されると前記ス
イッチをオフし、前記電位関係が逆転した関係であることが検出されると前記スイッチを
オンするスイッチ制御部（１２）と、
　を備える請求項２に記載の駆動装置
【請求項５】
　前記電位固定部は、
　前記保護用ＭＯＳトランジスタのゲートと前記低電位側電源線との間を開閉するスイッ
チ（Ｑ３２）と、
　前記電位関係検出部により前記電位関係が正常の関係であることが検出されると前記ス
イッチをオフし、前記電位関係が逆転した関係であることが検出されると前記スイッチを
オンするスイッチ制御部（３４）と、
　を備える請求項３に記載の駆動装置。
【請求項６】
　前記電位固定部（２３）は、
　前記電位関係検出部により前記電位関係が正常の関係であることが検出された場合には
非動作状態になるとともに、前記電位関係検出部により前記電位関係が逆転した関係であ
ることが検出された場合には動作状態になるコンパレータ（ＣＰ２１）を備える請求項２
または３に記載の駆動装置。
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